
(57)【要約】

【課題】高温高湿環境に置かれた場合にも、エンクロー

ジャ内部の湿度を所定の値に維持できる呼吸フィルター

の構造と、これを搭載する磁気ディスク装置の実現が困

難であった。

【解決手段】▲１▼磁気ディスク装置の呼吸孔及び周辺

につき、外気の流入経路を狭くて長い通気路とし、拡散

抵抗を大きくする。▲２▼十分な分量の調湿剤を搭載可

能な構造とし、呼吸孔以外の部分、例えば、ベースとカ

バーとの間のパッキン、から侵入した水蒸気を吸収・保

持する構造とする。

より具体的には、▲３▼シート状の調湿剤８をフィルタ

９で包んだものを、空気通路５の一部を形成する遮断フ

ィルム７を介して、空気通路５の一部を形成する両面接

着テープ１０により、カバー１ｂの裏面に固定する構造

とする。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 、 ヘ ッ ド 、 ア ク チ ュ エ ー タ そ の 他 の 部 品 を 密 閉 す る ベ ー ス と カ バ ー を 有
す る 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 で あ っ て 、
前 記 カ バ ー は 表 裏 を 通 じ る 呼 吸 孔 を 有 し 、
前 記 呼 吸 孔 に 対 向 す る 空 気 通 路 を 有 し 、
シ ー ト 状 の 調 湿 剤 を フ ィ ル タ で 囲 ん だ も の を 、 前 記 空 気 通 路 の 一 部 を 形 成 す る 遮 断 フ ィ ル
ム を 介 し て 、 当 該 空 気 通 路 の 一 部 を 形 成 す る 両 面 接 着 テ ー プ に よ り 、 前 記 カ バ ー の 裏 面 に
固 定 し た 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 調 湿 剤 は 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 平 面 図 に お い て 、 前 記 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 の 表 面 の 一 部
を 覆 う 位 置 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 調 湿 剤 は 、 扇 の 形 状 を し て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 フ ィ ル タ は 、 不 織 紙 そ の 他 通 気 性 の あ る 素 材 か ら 成 り 、 前 記 調 湿 剤 を 囲 ん で 支 持 す る
よ う 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 空 気 通 路 は 、 前 記 両 面 接 着 テ ー プ に 開 口 し た パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １
記 載 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 開 口 し た パ タ ー ン は 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 平 面 図 に お い て 、 前 記 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 上
の 点 が 前 記 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 の 回 転 に 伴 い 形 成 す る 軌 跡 に 、 ジ グ ザ グ 曲 線 を 重 畳 し た も の
で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 開 口 し た パ タ ー ン は 、 通 路 の 長 さ に お い て ５ ０ ｍ ｍ よ り 大 き い 請 求 項 ５ 記 載 の 磁 気 デ
ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 呼 吸 孔 か ら 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 内 部 に 至 る 空 気 の 通 路 に つ い て 、 空 気 の 流 量 が １ 分 間
あ た り ３ ミ リ リ ッ ト ル の と き 、 圧 力 損 失 が １ ２ ０ ０ パ ス カ ル を 越 え な 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気
デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 調 湿 剤 の 体 積 と 前 記 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 容 積 と の 比 が 、 １ ／ ２ ０ よ り 大 き い 請 求 項 １ 記
載 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 呼 吸 フ ィ ル タ ー に 係 り 、 特 に 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 に 多 量
の 調 湿 剤 を 保 持 可 能 な フ ィ ル タ ー 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
磁 気 デ ィ ス ク 装 置 は 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 上 に 微 小 隙 間 を 保 ち つ つ 、 磁 気 ヘ ッ ド を 浮 上 さ せ
て 磁 気 記 録 再 生 を 行 っ て い る 。 こ の た め 塵 埃 を 嫌 い 、 通 常 は 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 及 び 磁 気
ヘ ッ ド そ の 他 の 部 品 は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ の ベ ー ス と カ バ ー の 間 で 密 閉 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
厳 密 に は 、 塵 埃 の 侵 入 を 防 止 し 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 内 外 で 生 じ た 圧 力 差 を 解 消 す る た め 、
エ ン ク ロ ー ジ ャ の 内 部 と 外 部 で 通 気 す る 、 呼 吸 孔 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 呼 吸 孔 か ら 通 気
す る 際 に 、 有 害 な ガ ス 及 び 水 蒸 気 が 一 緒 に 侵 入 す る の を 防 ぐ た め 、 ガ ス 吸 着 及 び 調 湿 機 能
を 有 す る フ ィ ル タ ー が 、 呼 吸 孔 に 取 付 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 が 高 す ぎ る と 、 局 部 的 に 結 露 が 発 生 し 、 ヘ ッ ド の 腐 食 と な る こ
と が あ る 。 か か る 不 具 合 の 発 生 を 防 止 す る た め に は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 を コ ン ト
ロ ー ル す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 に 吸 脱 湿 型 の
活 性 炭 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
吸 脱 湿 型 活 性 炭 と は 、 活 性 炭 の 吸 水 量 に 平 衡 状 態 が あ り 、 周 囲 の 湿 度 が そ れ よ り も 高 い と
き に は 吸 水 し 、 逆 に 低 い と き に は 水 分 を 吐 き 出 す 特 性 を 持 っ て い る 。 こ の 活 性 炭 は 、 エ ン
ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 （ 相 対 湿 度 ） を 一 定 に 保 と う と す る 働 き を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 に 設 け ら れ た 呼 吸 孔 は 、 温 度 そ の 他 の 環 境 変 化 に 関 わ ら ず 、 内 部
の 圧 力 を 一 定 に 保 つ 機 能 を 有 す る 。 も し 呼 吸 孔 が 無 い と 、 装 置 の 温 度 が 上 昇 し た 際 に 装 置
内 部 の 圧 力 が 上 昇 し て 、 ヘ ッ ド の 浮 上 量 が 変 化 し た り 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 強 度 が 弱 い 部 分
が 変 形 す る な ど の 悪 影 響 が 生 じ る 可 能 性 が あ る の で 、 そ れ を 防 止 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 呼 吸 孔 は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 コ ン ト ロ ー ル に つ い て は 悪 影 響 を 与 え る 。 外 部
環 境 が 高 温 高 湿 に な る と 、 水 分 が 、 拡 散 や 呼 吸 に よ っ て 、 こ の 呼 吸 孔 を 通 っ て 、 エ ン ク ロ
ー ジ ャ 内 部 へ 侵 入 し 、 湿 度 が 上 昇 す る か ら で あ る 。
こ れ を 防 ぐ た め 、 呼 吸 孔 の 流 路 抵 抗 を 極 力 大 き く し て 、 拡 散 に よ る 水 分 の 侵 入 を 抑 制 す る
構 造 （ 特 開 平 ７ － １ ４ ３ ７ ７ ） が あ る 。 こ の 装 置 に お い て は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ を 構 成 す る
カ バ ー の 内 部 に 呼 吸 孔 及 び 空 気 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 吸 脱 湿 型 の 活 性 炭 等 の 配 置 に つ い
て は 触 れ ら れ て お ら ず 、 呼 吸 孔 周 辺 の 構 造 が 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 に お い て 占 有 す る 体 積 に つ
い て の 配 慮 が 十 分 で な い 。 し た が っ て 、 ２ ． ５ イ ン チ 型 や そ れ よ り 小 型 化 、 軽 量 化 を 要 求
さ れ る 装 置 に は 不 向 き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 小 型 大 容 量 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 に 於 い て は 、 そ の 用 途 の 拡 張 に 伴 い 、 例 え ば 、 車 載
用 途 の 場 合 に は 使 用 環 境 が 悪 化 し て い る 。 高 温 高 湿 環 境 で の 使 用 に 際 し て 、 呼 吸 孔 か ら の
水 分 侵 入 だ け で け で な く 、 ベ ー ス と カ バ ー と の 間 の パ ッ キ ン 部 材 か ら の 水 分 の 侵 入 も 大 き
く 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ ー 内 部 の 湿 度 コ ン ト ロ ー ル が さ ら に 重 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ４ ３ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
磁 気 デ ィ ス ク 装 置 は 、 密 閉 構 造 で は あ る が 、 呼 吸 孔 及 び 、 パ ッ キ ン と ベ ー ス 若 し く は カ バ
ー と の 間 の 、 比 較 的 外 気 と の 遮 断 が 弱 い 部 分 か ら 、 水 蒸 気 が エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 に 侵 入 す
る と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の こ と は 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 を 高 温 高 湿 環 境 に 長 期 間 さ ら す 場
合 に 、 装 置 の 信 頼 性 を 損 な う こ と と な る 。 特 に 、 低 湿 度 に 保 つ 技 術 が 十 分 で な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
高 温 高 湿 環 境 に 置 か れ た 場 合 に も 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 を コ ン ト ロ ー ル で き る 呼 吸
フ ィ ル タ ー の 構 造 と 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 を 低 湿 度 に 維 持 で き る 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 実 現
が 期 待 さ れ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
▲ １ ▼ 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 呼 吸 孔 及 び 周 辺 に つ き 、 外 気 の 流 入 経 路 を 狭 く て 長 い 通 気 路 と
し 、 拡 散 抵 抗 を 大 き く す る 。 ▲ ２ ▼ 十 分 な 分 量 の 調 湿 剤 を 搭 載 可 能 な 構 造 と し 、 呼 吸 孔 以
外 の 部 分 、 例 え ば 、 ベ ー ス と カ バ ー と の 間 の パ ッ キ ン 、 か ら 侵 入 し た 水 蒸 気 を 吸 収 ・ 保 持
す る 構 造 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
よ り 具 体 的 に は 、 ▲ ３ ▼ シ ー ト 状 の 調 湿 剤 ８ を フ ィ ル タ ９ で 包 ん だ も の を 、 空 気 通 路 ５ の
一 部 を 形 成 す る 遮 断 フ ィ ル ム ７ を 介 し て 、 空 気 通 路 ５ の 一 部 を 形 成 す る 両 面 接 着 テ ー プ １
０ に よ り 、 カ バ ー １ ｂ の 裏 面 に 固 定 す る 構 造 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図
２ は 、 図 １ の 断 面 図 で あ る 。
エ ン ク ロ ー ジ ャ １ に 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ０ や ア ク チ ュ エ ー タ ２ ２ を 有 す る デ ィ ス ク 機 構
２ ３ が 収 納 さ れ て い る 。 エ ン ク ロ ー ジ ャ １ は 、 箱 状 の ベ ー ス １ ａ （ 図 ２ ） と カ バ ー １ ｂ と
パ ッ キ ン １ ｃ に よ っ て 密 閉 さ れ る 。 カ バ ー １ ｂ は 取 り 外 し 可 能 と な っ て い る 。 デ ィ ス ク 機
構 ２ ３ は 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ０ と ア ク チ ュ エ ー タ ２ ２ を 、 そ れ ぞ れ 駆 動 す る 、 ス ピ ン ド
ル モ ー タ ２ １ と ボ イ ス コ イ ル モ ー タ ２ ３ と を 有 す る 。 ア ク チ ュ エ ー タ の 先 端 部 に は 磁 気 ヘ
ッ ド ２ ４ が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ １ の 内 側 に は 、 カ バ ー １ ｂ の 裏 面 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ０ の 上 方 に
、 呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ （ 図 ２ ） を 有 す る 。
呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ は 、 カ バ ー １ ｂ に 設 け ら れ た 呼 吸 孔 １ ５ の 直 下 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の
呼 吸 孔 １ ５ は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 外 で 圧 力 差 が 生 じ た と き に そ の 圧 力 差 を 無 く す た め に 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ は 、 呼 吸 フ ィ ル タ ー の 構 造 を 説 明 す る 平 面 図 で あ る 。 図 ４ は 図 ３ の 断 面 図 で あ る 。
空 気 通 路 ５ （ 図 ３ ） は 、 両 面 接 着 テ ー プ １ ０ に 開 口 し た パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ て お り 、
そ の パ タ ー ン は 、 図 １ 、 図 ３ に 示 す よ う に 通 路 の 長 さ を 大 き く す る よ う 、 曲 線 の 組 合 せ か
ら 成 る 。 パ タ ー ン は 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 上 の 点 が 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 の 回 転 に 伴 い 形 成 す る
軌 跡 に 沿 う も の で あ っ て も 良 い 。 図 １ 、 図 ３ で は 、 こ の 軌 跡 に ジ グ ザ グ 曲 線 を 重 畳 し た も
の と な っ て い る 。 パ タ ー ン の 両 端 に は 、 呼 吸 孔 １ ５ に 対 応 す る 呼 吸 孔 部 ４ と 、 エ ン ク ロ ー
ジ ャ 内 部 へ の 入 口 部 ６ と が 設 け ら れ て い る 。
ポ リ エ ス テ ル 製 の 遮 断 フ ィ ル ム ７ は 、 図 ３ の 紙 面 に お い て 、 両 面 接 着 テ ー プ １ ０ の 裏 側 、
図 ４ に お い て 空 気 通 路 ５ を 介 し て カ バ ー １ ｂ の 裏 面 、 シ ー ト 状 の 調 湿 剤 ８ の 直 上 に 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ は 、 調 湿 剤 ８ （ 図 ４ ） と 、 調 湿 剤 ８ を 囲 み 不 織 紙 そ の 他 通 気 性 の あ る 素
材 か ら 成 る フ ィ ル タ ー ９ と 、 呼 吸 孔 １ ５ と 連 通 す る 空 気 通 路 ５ と 、
空 気 通 路 ５ の 一 部 を 形 成 す る 遮 断 フ ィ ル ム ７ と 、 フ ィ ル タ ー ９ に 包 ま れ た 調 湿 剤 ８ を カ バ
ー １ ｂ に 固 定 し 、 遮 断 フ ィ ル ム ７ を 固 定 す る 両 面 接 着 テ ー プ １ ０ と を 有 す る 。 両 面 接 着 テ
ー プ １ ０ の 厚 さ が 、 空 気 通 路 ５ の 空 間 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ は 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ０ の 上 に 配 置 さ れ 、 カ バ ー １ ｂ の 裏 面 に 接 着 さ
れ 、 そ の 形 状 は シ ー ト 状 で 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ０ と 同 等 の 円 弧 を 有 す る 扇 型 で あ る 。
接 着 面 積 を 大 き く す れ ば 、 調 湿 剤 ８ の 分 量 を 多 く し て も 、 安 定 し て 保 持 す る こ と が で き る
。 調 湿 剤 ８ は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ １ と の 容 積 比 で 、 １ ／ ２ ０ 程 度 を 搭 載 す る こ と が 目 安 と な
る 。 １ ／ ２ ０ を 越 え て も 良 い し 、 調 湿 剤 ８ の 性 能 に よ っ て は 、 １ ／ ２ ０ 未 満 で も 良 い 。 因
み に 、 ２ ． ５ 型 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 で エ ン ク ロ ー ジ ャ の 容 積 は 約 １ ８ ｃ ｃ で あ る 。
本 実 施 の 態 様 の 構 造 で あ れ ば 、 高 温 高 湿 環 境 で エ ン ク ロ ー ジ ャ の 外 部 ３ １ （ 図 ４ ） か ら 呼
吸 孔 １ ５ を 経 由 し て 、 ま た パ ッ キ ン １ ｃ （ 図 ２ ） の 周 辺 か ら 、 水 蒸 気 が 侵 入 し て も 、 エ ン
ク ロ ー ジ ャ の 内 部 ３ ０ （ 図 ４ ） の 湿 度 を 、 長 期 間 に 亘 り 、 一 定 に 保 つ こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ５ は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 容 積 と 調 湿 剤 搭 載 量 （ 体 積 ） の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
本 実 施 の 態 様 の 構 造 で あ れ ば 、 従 来 例 に 比 べ て 調 湿 剤 の 搭 載 量 を 飛 躍 的 に 増 加 で き る 。 十
分 な 量 の 調 湿 剤 に よ り 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ の 有 効 表 面 積 が 広 く 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ０ を 覆 う よ う に 設 け ら れ て い
る の で （ 図 １ ） 、 水 蒸 気 の 吸 着 が 速 や か に 行 わ れ 、 結 露 現 象 に 強 い 。 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部
の 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 、 ヘ ッ ド そ の 他 の 部 品 が 結 露 す る 前 に 、 水 蒸 気 を 吸 湿 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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呼 吸 孔 １ ５ か ら 進 入 し て き た 水 蒸 気 や 、 装 置 に 有 害 な ガ ス は 、 カ バ ー １ ｂ と 遮 断 フ ィ ル ム
７ 、 両 面 接 着 テ ー プ １ ０ で 囲 ま れ た 空 気 通 路 ５ の 空 間 を 通 り 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 へ の 入
口 部 ６ の 付 近 で 、 吸 着 さ れ る 。
外 気 と 共 に 流 入 し て 来 た 塵 埃 は 、 入 口 部 ６ を 経 て 、 フ ィ ル タ ー ９ に よ り 取 り 除 か れ 、 清 浄
な 外 気 が エ ン ク ロ ー ジ ャ の 内 部 ３ ０ に 導 か れ る 。
空 気 通 路 ５ の 形 状 の 概 略 は 、 例 え ば 、 厚 み ０ ． １ ５ ｍ ｍ 、 幅 ０ ． ８ ｍ ｍ 、 長 さ ５ ０ ｍ ｍ で
あ る 。 流 路 抵 抗 が 大 で あ り 、 拡 散 に よ る ガ ス 及 び 水 蒸 気 の 侵 入 を 有 効 に 抑 制 で き る 。 空 気
通 路 ５ の 長 さ は ５ ０ ｍ ｍ に 限 ら れ ず 、 － ２ ０ ％ か ら ＋ ２ ０ ％ 程 度 の 幅 で 調 整 で き 、 効 果 も
同 等 で あ る 。 好 ま し く は ５ ０ ｍ ｍ よ り 長 く す べ き で あ る 。 但 し 、 圧 力 損 失 が 大 き く な っ た
と き は 、 厚 み で 流 路 抵 抗 を 調 整 す れ ば よ い 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る 呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ は 、 シ
ー ト 状 で 面 積 が 広 い の で 、 空 気 通 路 ５ を 長 く 形 成 で き る 。 カ バ ー １ ｂ に 呼 吸 孔 １ ５ を 設 け
る だ け で カ バ ー １ ｂ の 構 造 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 実 施 の 態 様 の 呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ で あ れ ば 、 圧 力 損 失 を 、 流 量 ３ ｍ ｌ ／ ｍ ｉ ｎ の 場 合 に １
２ ０ ０ Ｐ ａ を 越 え な い 大 き さ と す る こ と が で き る 。 圧 力 損 失 を 小 さ く で き 、 エ ン ク ロ ー ジ
ャ 内 外 の 圧 力 差 に 追 従 で き 、 拡 散 効 果 を 大 き く で き る 。 入 口 部 ６ の 面 積 を 変 え れ ば 、 圧 力
損 失 を 変 え る こ と が で き る 。
呼 吸 フ ィ ル タ ー ３ の 圧 力 損 失 は 、 空 気 通 路 ５ の 流 路 抵 抗 と フ ィ ル タ ー ９ の 通 気 特 性 、 調 湿
材 ８ の 通 気 特 性 か ら 導 か れ る 。 こ こ で 、 空 気 通 路 ５ を 長 く す る と 流 路 抵 抗 が 大 き く な り 圧
力 損 失 が 増 え る 。 入 口 部 ６ の 面 積 、 フ ィ ル タ ９ の 通 気 面 積 、 又 は 、 遮 断 フ ィ ル ム ７ の 端 部
が 入 口 部 ６ と 交 わ る 線 分 の 長 さ 、 を 大 き く す れ ば 、 圧 力 損 失 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
な お 同 じ 流 量 で 空 気 が 流 れ た 場 合 、 圧 力 損 失 は 通 気 面 積 に 反 比 例 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ６ は 、 高 温 高 湿 環 境 で 、 本 実 施 の 形 態 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 を 放 置 し た 場 合 に お け る 、 エ
ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 と 経 過 時 間 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
こ の よ う に 、 高 信 頼 度 化 を 達 成 で き 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 を 比 較 的 長 期 に 亘 り 低 湿 度 に 保 つ
磁 気 デ ィ ス ク 装 置 を 提 供 す る こ と が で き た 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 外 気 の 水 蒸 気 に つ
い て 記 載 し て い る が 、 外 気 の ガ ス の 侵 入 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 部 品 か ら 発 生 す る ガ ス
に つ い て も 吸 着 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 呼 吸 フ ィ ル タ ー を カ バ
ー １ ｂ に 配 置 し て い る が 、 カ バ ー １ ｂ 以 外 の 場 所 、 例 え ば 、 ベ ー ス １ ａ の 底 面 、 に 配 置 し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
高 温 高 湿 の 環 境 下 で 長 時 間 連 続 し て 使 用 ま た は 保 管 し て も 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の エ ン ク ロ
ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 上 昇 を 抑 制 し 、 水 蒸 気 に よ る 、 ヘ ッ ド 、 磁 気 デ ィ ス ク 媒 体 の 動 作 障 害 を
防 止 す る 効 果 を 有 す る 。 ま た 、 こ の 効 果 を 比 較 的 長 期 間 維 持 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 呼 吸 フ ィ ル タ ー の 構 造 を 説 明 す る 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 容 積 と 調 湿 剤 搭 載 量 （ 体 積 ） の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 高 温 高 湿 環 境 で 、 本 実 施 の 形 態 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 を 放 置 し た 場 合 に お け る 、 エ
ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 の 湿 度 と 経 過 時 間 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … エ ン ク ロ ジ ャ ー 、 　 　 　 　 　 １ ａ … ベ ー ス 、
１ ｂ … カ バ ー 、 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｃ … パ ッ キ ン 、
３ … 呼 吸 フ ィ ル タ ー 、 　 　 　 　 　 ４ … 空 気 通 路 （ 呼 吸 孔 部 ） 、
５ … 空 気 通 路 、
６ … 空 気 通 路 端 部 （ エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 部 へ の 入 口 ） 、
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７ … 遮 断 フ ィ ル ム 、 　 　 　 　 　 　 ８ … 調 湿 剤 、
９ … フ ィ ル タ ー 、 　 　 　 　 　 　 １ ０ … 両 面 接 着 テ ー プ 、
１ ５ … 呼 吸 孔 、 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ … デ ィ ス ク 、
２ １ … ス ピ ン ド ル モ ー タ 、 　 　 　 ２ ２ … ア ク チ ュ エ ー タ 、
２ ３ … ボ イ ス コ イ ル モ ー タ 、 　 　 ２ ４ … ヘ ッ ド 、
３ ０ … エ ン ク ロ ー ジ ャ ー 内 部 、 　 ３ １ … エ ン ク ロ ー ジ ャ 外 部 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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